
受
験
番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
名 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
二

○

二

五

年

度 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
武
蔵
野
学
院
大
学 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

一 

般 

選 

抜 

第 

二 

回 

入 

学 

試 

験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二

〇

二

五

年

三

月

一

三

日

実

施 

国 

語 

（
一
〇
〇
点 

六
〇
分
） 

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

注

意

事

項

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

― 

一 

試

験

開

始

の

指

示

が

あ

る

ま

で

、

こ

の

問

題

冊

子

の

中

を

見

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

二 

監

督

者

の
「

解

答

は

じ

め

」
の

指

示

が

あ

っ

た

後

、
速

や

か

に

問

題

冊

子

と

解

答

用

紙

の

両

方

の

所

定

欄

に

受

験

番 

 
 

号

と

氏

名

を

記

入

し

な

さ

い

。 

三 

こ

の

問

題

冊

子

は

、

８

ペ

ー

ジ

あ

り

ま

す

。

試

験

中

に

問

題

冊

子

の

印

刷

不

鮮

明

、

ペ

ー

ジ

の

落

丁

・

乱

丁

及

び 

解

答

用

紙

の

汚

れ

等

に

気

付

い

た

場

合

は

、

手

を

高

く

挙

げ

て

監

督

者

に

知

ら

せ

な

さ

い

。 

四 

解

答

は

、

解

答

用

紙

の

所

定

の

欄

に

記

入

し

な

さ

い

。 

五 

問

題

冊

子

の

余

白

等

は

適

宜

利

用

し

て

よ

い

が

、

ど

の

ペ

ー

ジ

も

切

り

離

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

六 

不

正

行

為

に

つ

い

て 

 
 

 

①

不

正

行

為

に

対

し

て

は

厳

正

に

対

処

し

ま

す

。 

 
 

 

②

不

正

行

為

に

見

え

る

よ

う

な

行

為

が

見

受

け

ら

れ

た

場

合

は

、

監

督

者

が

注

意

を

す

る

の

で

従

い

な

さ

い

。 

 

従

わ

な

い

場

合

に

は

、

不

正

行

為

と

み

な

さ

れ

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。 

③

不

正

行

為

を

行

っ

た

場

合

は

、

そ

の

時

点

で

受

験

を

取

り

や

め

さ

せ

退

室

さ

せ

ま

す

。 

七 

試

験

終

了

後

、

問

題

冊

子

は

回

収

し

ま

す

。 
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第
一
問 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
土
着
の
神
を
信
仰
す
る
。 

 
（
２
）
仰
せ
に
従
っ
て
準
備
を
す
る
。 

 

（
３
）
選
考
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
。 

 

（
４
）
日
常
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
。 

 
 

（
５
）
表
面
に
特
殊
な
加
工
を
施
し
た
紙
だ
。 

 

（
６
）
花
の
中
で
は
殊
に
バ
ラ
が
好
き
だ
。 

 

（
７
）
こ
こ
は
窯
業
が
盛
ん
な
土
地
だ
。 

 

（
８
）
全
国
の
窯
元
を
訪
ね
歩
く
。 

 

（
９
）
社
長
宅
に
伺
候
し
た
。 

 

（
１
０
）
ご
機
嫌
伺
い
に
参
上
い
た
し
ま
す
。 
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第
二
問 

次
の
空
欄
に
入
る
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
例
）
（ 

 
 

 

）
ら
か
に
話
す
。 

 
 

 
 

 

ア 

急
流 

 
 

イ 

華
美 

 
 

ウ 

円
滑 

 
 

エ 

潤
沢 

 
 

 
 

 
 

正
答 

ウ
（
滑
ら
か
に
話
す

。） 

 

（
１
）
一
度
の
失
敗
に
（ 

 
 

）
り
る
よ
う
で
は
何
事
に
も
成
功
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

 

ア 

凝
結

     

イ 

反
故

     

ウ 

氷
結

     

エ 

懲
罰 

 

 

（
２
）
他
の
人
の
感
情
を
（ 

 
 

）
ぶ
の
は
嫌
い
で
す
。 

 

ア 

悪
戯

     

イ 
愚
弄 

 
 

ウ 

侮
辱

   
 

エ 

軽
蔑 

 
 

（
３
）
大
臣
の
あ
い
ま
い
な
発
言
が
物
議
を
（ 

 
 

）
し
た
。 

 

ア 

起
源 
 

 

イ 

喚
呼 

 
 

ウ 

醸
造 

 
 

エ 

参
拝 

 

（
４
）
彼
は
孤
独
に
（ 

 
 

）
む
秘
め
た
力
を
持
っ
て
い
る
。 

 

ア 

格
闘 

 
 

イ 

悪
戦 

 
 

ウ 

眺
望    

 

エ 

挑
発 

 

（
５
）
土
砂
降
り
で
外
出
を
（ 

 
 

）
め
た
。 

 

ア 

諦
観 

 
 

イ 

飽
和 

 
 

ウ 

締
結 

 
 

エ 
埋
没 
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 第

三
問 

（
１
）
か
ら
（
２
）
は
、
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
な
ど
が
意
味
す
る
内
容
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。
（
３
）
か
ら
（
５
）
は
、
示
さ
れ
て
い
る
意
味
を
あ
ら
わ
す
慣
用
句
や
こ
と
わ
ざ
な
ど
が
成
り
立
つ
よ

う
に
、
括
弧
の
中
に
挿
入
す
べ
き
適
切
な
語
句
を
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
気
が
置
け
な
い
。 

  
 

 
 

 

ア 
気
を
使
わ
な
い
で
い
い
。 

 
 

 
 

 

イ 

気
を
許
せ
な
い
、
油
断
で
き
な
い
。 

 
 

 
 

 

ウ 

気
配
り
や
遠
慮
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
２
）
枯
れ
木
も
山
の
に
ぎ
わ
い
。 

  
 

 
 

 

ア 

枯
れ
木
の
よ
う
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
も
集
ま
れ
ば
に
ぎ
や
か
に
な
る
。 

 
 

 
 

 

イ 

枯
れ
木
の
よ
う
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
も
あ
る
だ
け
ま
し
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

ウ 

年
寄
で
も
大
勢
集
ま
れ
ば
に
ぎ
や
か
に
な
る
。 

 

（
３
）
指
図
す
る
人
が
多
過
ぎ
る
と
か
え
っ
て
統
率
が
と
れ
ず
意
に
反
し
た
方
向
に
物
事
が
進
ん
で
行
く
。 

 

（ 
 

 

）
多
く
し
て
船
山
に
登
る
。 

  
 

（
４
）
前
も
っ
て
用
心
し
て
い
れ
ば
、
失
敗
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
た
と
え
。 

転
ば
ぬ
（ 

 
 

）
の
つ
え
。 

 

（
５
）
一
度
起
き
た
こ
と
は
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。 

（ 
 

 

）
盆
に
返
ら
ず
。 
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第
四
問 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
対
人
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
重
要
な
言
葉
遣
い
と
聞
い
て
、
日
本
人
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
「
敬
語
」
の
使
い
方
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
日
本
語
を
学
ぶ
若
者
が
、
日
本
の
若
者
に
溶
け
込
み
た
い
と
願
っ
て
、
最
初
に
ぶ
ち
あ
た
る
の
は
、

「
い
か
に
敬
語
を
使
わ
な
い
か
」
と
い
う
問
題
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
留
学
生
が
友
達
と
話
を
す
る
際
に
、
日
本
語
の
教
科
書

で
習
っ
た
敬
語
を
せ
っ
か
く
一
生
懸
命
使
っ
て
み
た
の
に
、
「
そ
ん
な
言
葉
、
友
達
同
士
で
は
使
わ
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
シ
ョ
ッ

ク
だ
っ
た
と
か
、
自
分
の
話
し
方
が
、
仰
々
し
い
、
（ 

Ａ 

）
と
い
う
印
象
を
与
え
て
し
ま
い
、
友
達
と
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

だ
友
好
関
係
を
築
け
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
学
生
も
、
し
ば
ら
く
日
本
に
滞
在
し
、
だ

ん
だ
ん
日
本
人
の
友
達
が
で
き
て
く
る
と
、
（ 

Ｂ 

）
「
で
す
・
ま
す
」
抜
き
の
話
し
方
や
、
学
生
言
葉
、
若
者
言
葉
を
、
少
し

は
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
か
、
友
達
と
も
親
交
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
学
生
の
上
達
を
喜
ば
し
く
思
っ
て

い
る
と
、
あ
る
日
、
そ
の
学
生
が
、
①

「
先
生
、
一
緒
に
飲
み
に
行
こ
う
よ
」
と
話
し
か
け
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
日

本
語
を
学
ぶ
学
生
た
ち
の
悩
み
や
失
敗
談
か
ら
も
、
日
本
語
の
難
し
さ
の
本
質
は
、
「
行
く
」
が
「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
「
お
い
で
に

な
る
」
に
な
る
な
ど
と
い
う
敬
語
の
豊
富
さ
・
複
雑
さ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
相
手
や
場
面
に
よ
っ
て
は
、
か
え
っ
て
敬
語
を
使
わ

な
い
ほ
う
が
、
「
心
地
よ
い
人
間
関
係
」
が
築
け
る
と
い
う
よ
う
な
言
葉
の
使
い
分
け
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、
実
際
の
言
語
使
用
に
お
け
る
機
能
を
重
視
し
た
「
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
理
論
」
を
提
唱
し
た
の
が
、
ブ
ラ
ウ

ン
と
レ
ビ
ン
ソ
ン
（Brown and Levinson

 , 1987 

）
で
す
。
彼
ら
は
、
従
来
の
言
語
学
者
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て
き
た
「
丁
寧
さ

の
原
理
」
や
、
日
本
語
に
お
け
る
「
敬
語
の
研
究
」
な
ど
と
は
全
く
異
な
り
、
「
行
く
」
「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
「
お
出
で
に
な
る

」
、

あ
る
い
は
、

“Can you 

～? 

”
、 

“Could you 

～? 

”
、

“ Would you mind 

～?
 

”
と
い
う
よ
う
な
言
語
形
式
の
丁
寧
度

を
表
す
概
念
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
丁
寧
だ
」
と
か
「
礼
儀
正
し
い
」
と
い
う
概
念
で
も
な
い
、
実
際
の
「
言
語

使
用
場
面
」
に
お
け
る
「
対
人
関
係
調
節
機
能

」
、

す
な
わ
ち
、
「
そ
う
い
う
話
し
方
を
さ
れ
て
心
地
よ
い
か
ど
う
か
」
と
い
う

「
実
際
の
人
の
（ 

Ｃ 

）
」

を
重
視
し
た
概
念
と
し
て
「
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
（politeness

）」

を
捉
え
、
「
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
普

遍
理
論
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。 

          

※

こ

の

問
題

は
、
著

作
権

の

関

係
に

よ
り

掲

載
で

き

ま

せ
ん

。 
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「
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
」
は
、
簡
潔
に
は
、
「
人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
言
語
②

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」
と
定
義
さ
れ
、
冗
談
や
仲

間
う
ち
の
言
葉
の
使
用
な
ど
も
含
め
て
よ
り
広
く
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
語
で
言
う
「
丁
寧
さ
」
と
も
、
英
語
の
一
般
的
意
味
で

の

 
“politeness 

”

と
も
同
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

 

ブ
ラ
ウ
ン
と
レ
ビ
ン
ソ
ン
の
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
理
論
は
、
「
フ
ェ
イ
ス
」
と
い
う
概
念
を
鍵
概
念
と
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
人

間
に
は
、
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
合
い
に
関
す
る
「
基
本
的
欲
求
」
と
し
て
、
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
イ
ス  (positive face) 

」

と
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
イ
ス

 (negative face)

」
と
い
う
二
種
類
の
フ
ェ
イ
ス
が
あ
る
と
捉
え
ま
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
イ

ス
と
は
、
他
者
に
理
解
さ
れ
た
い
、
好
か
れ
た
い
、
賞
賛
さ
れ
た
い
と
い
う
「
プ
ラ
ス
方
向
へ
の
欲
求
」
で
あ
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

フ
ェ
イ
ス
は
、
賞
賛
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と
も
、
他
者
に
邪
魔
さ
れ
た
り
、
立
ち
入
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
「
マ
イ
ナ
ス
方

向
に
関
わ
る
欲
求
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」
は
、
（ 

Ｄ 

）
「
否
定
的
な
」
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
欲
求
の
方
向
く
ら
い
に
捉
え
て
お
く
の
が
妥
当
で
す
。
つ
ま
り
他
者
に
「
近
づ
き
た
い
欲
求
」
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

フ
ェ
イ
ス
で
、
他
者
と
「
距
離
を
置
き
た
い
欲
求
、
進
入
さ
れ
た
く
な
い
欲
求
」
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
イ
ス
で
す
。  

 

 

ブ
ラ
ウ
ン
と
レ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
こ
の
基
本
的
欲
求
と
し
て
の
二
つ
の
フ
ェ
イ
ス
を
脅
か
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
、
「
ポ

ラ
イ
ト
ネ
ス
」
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
イ
ス
に
訴
え
か
け
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ

イ
ト
ネ
ス

」、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
イ
ス
を
配
慮
す
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
」
と
呼
ん
だ
の
で
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
に
は
、
冗
談
を
言
う
こ
と
や
、
仲
間
う
ち
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敬

語
が
あ
る
言
語
に
お
い
て
は
、
「
敬
語
使
用
の
原
則
」
を
守
る
こ
と
は
、
互
い
の
社
会
的
立
場
を
侵
害
し
な
い
こ
と
を
表
す
こ
と
か

ら
、
全
体
と
し
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
捉
え
方
が
斬
新
で
あ
る
の
は
、
そ
の
場
を
な
ご
ま
せ
る
冗
談
を
言
う
こ
と
や
、
仲
間
意
識
を
表
す
こ
と
に

な
る
仲
間
う
ち
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
も
、
人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
と

い
う
捉
え
方
を
前
面
に
打
ち
出
す
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
た
点
で
す
。
日
本
語
で
は
、
通
常
、

仲
間
う
ち
の
言
葉
は
、
言
語
形
式
の
丁
寧
度
は
低
く
な
り
、
決
し
て
従
来
の
感
覚
で
言
う
「
丁
寧
な
」
話
し
方
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
初
対
面
の
相
手
と
の
会
話
な
ど
敬
体
（
敬
語
）
が
中
心
の
会
話
で
も
、
心
的
距
離
を
縮
め
た
い
と
き
な
ど
に

は
、
時
折
常
体
を
交
え
て
話
す
ス
ピ
ー
チ
レ
ベ
ル
シ
フ
ト
と
い
う
現
象
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
く
だ
け
た
表
現

が
必
ず
し
も
失
礼
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
相
手
や
場
面
を
間
違
え
れ
ば
、
敬
語
を
使
っ
て
い
て
も
（ 

Ｅ 

）
に
な

            

※

こ

の

問

題

は

、

著

作

権

の

関

係

に

よ

り

掲

載

で

き

ま

せ

ん

。 
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る
し
、
「
た
め
口
」
も
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
」
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
③

言
語
形
式
の
丁
寧
度
は

低
く
て
も
、
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
」
に
な
る
と
い
う
捉
え
方
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
敬
語
体
系
の
有
無

な
ど
の
各
言
語
の
構
造
的
特
徴
を
超
え
た
、
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
遍
原
理
と
し
て
、
「
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
理
論
」
を
捉
え

て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
と
い
う
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
日
本
語
で
言
う
「
丁
寧
さ
」
や
「
敬
語
使
用
」
は
、
ポ
ラ
イ
ト

ネ
ス
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
す
べ
て
で
は
な
い
と
い
う
捉
え
方
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
、
日
本
語
の
よ
う
な
敬
語
体
系
を
持
つ
言
語

と
、
英
語
の
よ
う
な
敬
語
の
な
い
言
語
の
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
を
、
同
じ
枠
組
み
で
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
語
の
よ
う
な
敬
語
の
あ
る
言
語
に
お
い
て
は
、
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
は
、
敬
語
自
体
の
体
系
と
そ
の
変

容
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
そ
の
運
用
の
機
能
に
焦
点
を
当
て
、
④

敬
語
以
外
の
言
語
行
動
（
あ
い
づ
ち
、
ス
ピ
ー
チ
レ

ベ
ル
の
シ
フ
ト
操
作
、
終
助
詞
の
使
用
、
話
題
導
入
の
頻
度
や
割
合
、
前
置
き
の
有
無
等
々
）
と
関
連
付
け
な
が
ら
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
の
ず
と
、
談
話
レ
ベ
ル
の
言
語
行
動
を
そ
の
主
な
研
究
対
象
に
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
文
レ
ベ
ル
の
み
で
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
を
比
べ
る
と
、
各
々
の
言
語
構
造
の
違
い
に
よ
る
影
響
が
反
映
さ
れ
や
す
く
、
敬
語
の
あ
る

言
語
と
な
い
言
語
の
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
を
比
較
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
か
ら
で
す
。 

                  
 

 
 

 
 

 

（
宇
佐
美
ま
ゆ
み
「
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
理
論
と
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
」
に
よ
る
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
お
、
出
題
に
際
し
て
、
一
部
改
変
を
加
え
て
い
る
。 

     

（
１
）
空
欄
（ 

Ａ 

）
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 

ア 

は
な
は
だ
し
い 

 
 

イ 

よ
そ
よ
そ
し
い 

 
 

ウ 
お
こ
が
ま
し
い 

 
 

エ 

し
ら
じ
ら
し
い 

 
 

         

※

こ

の

問

題

は

、
著

作
権

の

関

係

に

よ

り
掲

載
で

き

ま

せ

ん

。 
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（
２
）
空
欄
（ 

Ｂ 

）
と
空
欄
（ 

Ｄ 

）
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。 

  
 

 
ア 

Ｂ
：
単
な
る 

 

Ｄ
：
と
う
て
い 

 

イ 
Ｂ
：
簡
単
に 

 

Ｄ
：
き
わ
め
て 

 

ウ 

Ｂ
：
い
わ
ゆ
る 

Ｄ
：
決
し
て 

 

エ 

Ｂ
：
い
わ
ば 

 

Ｄ
：
ま
っ
た
く 

 

（
３
）
傍
線
部
①

「『

先
生
、
一
緒
に
飲
み
に
行
こ
う
よ
』
と
話
し
か
け
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。」

と
あ
る
が
、
筆
者
が
言 

お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
。
最
適
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

う
っ
か
り
教
師
を
友
達
と
間
違
え
て
話
し
か
け
て
く
る
。 

 

イ 

教
師
に
も
友
達
の
よ
う
に
親
し
い
気
持
ち
を
表
し
て
く
れ
る
。 

 

ウ 

友
達
の
よ
う
に
教
師
と
も
親
交
を
深
め
よ
う
と
す
る
。 

 

エ 

人
を
選
ば
ず
学
生
言
葉
や
若
者
言
葉
だ
け
で
話
し
て
し
ま
う
。 

 

（
４
）
空
欄
（ 

Ｃ 

）
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 

ア 

判
断 

 
 

イ 

印
象 

 
 

ウ 

言
葉
遣
い 

 
 

エ 
気
持
ち 
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（
５
）
傍
線
部
②
「
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」
の
日
本
語
の
意
味
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

話
し
方 

 
 

イ 

運
用 

 
 

ウ 

方
策 

 
 

エ 

武
器 

 

（
６
）
空
欄
（ 

Ｅ 

）
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
適
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 

ア 

荒
唐
無
稽
（
こ
う
と
う
む
け
い
） 

 

イ 

慇
懃
無
礼
（
い
ん
ぎ
ん
ぶ
れ
い
） 

 

ウ 

尊
大
不
遜
（
そ
ん
だ
い
ふ
そ
ん
） 

 

エ 

狂
言
綺
語
（
き
ょ
う
げ
ん
き
ご
） 

 

（
７
）
傍
線
部
③
「
言
語
形
式
の
丁
寧
度
は
低
く
て
も
、
『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
』
に
な
る
と
い
う
捉
え
方
を
前
面
に
打

ち
出
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
説
明
し
な
さ
い
。 

 

（
８
）
傍
線
部
④
「
敬
語
以
外
の
言
語
行
動
（
あ
い
づ
ち
、
ス
ピ
ー
チ
レ
ベ
ル
の
シ
フ
ト
操
作
、
終
助
詞
の
使
用
、
話
題
導
入
の
頻

度
や
割
合
、
前
置
き
の
有
無
等
々
）
と
関
連
付
け
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

。」

と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
研
究
が
必
要
な
の
か
「
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
」
の
観
点
か
ら
説
明
し
な
さ
い
。 

 

（
９
）
本
文
を
ふ
ま
え
て
、
あ
な
た
は
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
考
え
る
か
一
五
〇

字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

 



第
三
問

第
二
問

第
一
問

（

各
2
点
）

（

各
2
点
）

（

各
2
点
）

受
験
番
号

（

5
）

（

3
）

（

1
）

（

5
）

（

3
）

（

1
）

（

9
）

（

7
）

（

5
）

（

3
）

（

1
）

（

4
）

（

2
）

（

4
）

（

2
）

（

１
０
）

（

8
）

（

6
）

（

4
）

（

2
）

氏
名

こ
う

き
ょ

う

よ
う

しエアア
覆
水

ウ

エ

船
頭

先

武
蔵
野
学
院
大
学
　
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
学
部
　
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
学
科

一
般
選
抜
第
二
回
入
学
試
験
（

国
語
）

　
模
範
解
答
　
　
二
〇
二
五
年
三
月
一
三
日
実
施

か
ま

お
び
や

お
お

し
ゅ

こ
と

イ イ
う
か
が

※2 ※1 ※6 ※5※2 ※1 ※6 ※5



第
四
問

（

9
）

（

8
）

（

7
）

(

5

)

（

3
）

（

1
）

（

3
0
点
）

（

9
点
）

（

9
点
）

（

2
点
）

（

2
点
）

（

2
点
）

 

150 100

ウエイ

（

2
点
）

（

2
点
）

（

2
点
）

　
言
語
形
式
の
丁
寧
度
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

他
者
に
理
解
さ
れ
た
い
、

好

か
れ
た
い
、

賞
賛
さ
れ
た
い
と
い
う
「

プ
ラ
ス
方
向
へ
の
欲
求
」

で
話
す
こ
と
。

（

文
中
の
言
葉
を
抜
き
出
す
の
で
は
な
く
、

文
意
を
く
み
取
り
自
分
で
文
章
を
組
み

立
て
る
。
）

　
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
で
は
、

文
レ
ベ
ル
の
言
葉
遣
い
（

言
語
行
動
）

だ
け
で
は
な
く
、

（

談
話
中
の
）

言
語
行
動
が
関
係
あ
る
か
ら
。

（

文
中
の
言
葉
を
抜
き
出
す
の
で
は
な
く
、

文
意
を
く
み
取
り
自
分
で
文
章
を
組
み

立
て
る
。
）

イエウ

(

2

)

(

4

)

(

6

)

※
の
箇
所
に
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※4 ※3

※
の
箇
所
に
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。


